
福岡大学における第一例目の生体肺移植

―４歳幼児に対する生体一肺葉移植―
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 ７）福岡大学病院呼吸器科
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 ９）福岡大学病院循環器科
１０）福岡大学病院血液糖尿科
１１）福岡大学病院麻酔科・SICU
１２）福岡大学病院精神神経科
１３）福岡大学病院手術室看護部
１４）福岡大学医学部心臓血管外科
１５）雪の聖母会聖マリア病院心臓血管外科
１６）福岡大学医学部リハビリテーション部
１７）福岡大学病院病理部
１８）福岡大学病院看護部臓器移植コーディネーター

　要旨：４歳１１カ月の男児に母親をドナーとする生体左下葉移植を実施した．患者は１歳３カ月時に若年

性骨髄単球性白血病の診断をうけ，１
　
 歳１１カ月時に HLA２ 座不一致の母親より同種末梢血幹細胞移植を

実施された．同種末梢血幹細胞移植後１００日目に移植片対宿主病による閉塞性細気管支炎を発症し，４
　
 歳

１０カ月時に CO２ ナルコーシスに陥り人工呼吸管理となった．４
　
 歳１１カ月時，人工呼吸管理となってから

３週目に母親をドナーとする生体左下葉移植を実施した．レシピエントは体重 １３kg，身長 ９８cm，ドナー

は体重 ５８kg，身長 １５９cm であり左下葉肺グラフトとレシピエント胸郭に著しいサイズミスマッチが想定

された．手術は Clam�shell incision で体外循環下に実施された．術後１０日間に人工呼吸器より離脱し，

順調な回復をみせ５３日目に独歩退院した．３D�CT volumetry では肺グラフトは術前の４７％程度に圧迫を

受けながらも順調に機能している．免疫抑制はプログラフ中等量（Trough 値：5ng/ml）＋プレドニゾロ

ン ０.４mg/kg で管理している．本例は報告されている幼児への生体一葉肺移植の最低年齢に相当し，肺グ

ラフトのサイズマッチング許容レベルに関する貴重な情報を提供するものと考える．
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